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小林　祐介
はじめに
　2010 年に起きたギリシャの財政問題に端を発するソブリン危機は、ヨーロ
ッパの政治や社会に大きな変化をもたらしている。本書は、2010 年代に入り、
「危機」という言葉と共にそんな変化が顕著になり始めたヨーロッパ政治を、9
カ国 1）をモデルに、様々な角度からそれぞれの研究者が筆を振るった 1冊で
ある。なお、ここで用いられる「ヨーロッパ」とは何かという問題であるが、
本書では 28 カ国という広い範囲を包括する EUそのものと、その加盟諸国に
関する議論をもって、ヨーロッパの議論とし、その意味合いでEUと重なる言
葉として用いられている。
第 1節　本書の構成と内容
　本書は、大きく 3つのテーマにまとめられており、序章を含め全 12 章の論
文で構成されている。本節において、各章の内容を手短に紹介していきたい。
　まず序章「ヨーロッパ・デモクラシーの『危機』？」では、編者の 1人であ
る宮島喬氏がヨーロッパ全体を俯瞰し、本書のタイトルでもある「ヨーロッパ・
デモクラシー」に生じた危機と、それに伴う転換について、移民・難民問題や
※本稿は、立教大学平和・コミュニティ研究機構ウェブサイト、
　(http://www.rikkyo.ac.jp/research/institute/ipcs/) 書評として掲載したものに加筆修正を
　加えたものである。
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ブレグジット、ポピュリズム政治の伸長など、いくつかの具体例を題材にしな
がら論じられている。最後はEUの課題について触れて締め、この後に続く各
章へと繋げている。
Ⅰ．ヨーロッパ・デモクラシーの展開と課題
　第１章「難民危機後のドイツ・デモクラシー」では、連邦憲法裁判所がドイ
ツのデモクラシーに果たす役割の変容、その判例理論のヨーロッパにおける影
響力について論じている。
第 2章「『普通の人』の政治と疎外」では、ロンドン一極集中というイギリ
ス経済の状況下で、既存政治による関心外に置かれていたと感じている「普通
の人」にスポットを当て、イギリス政治の特徴について検討されている。
第 3章「〈共和国的統合〉とフランス」では、共和国の名の下に移民やイス
ラームを排除しようとするということがどういうことなのか、これは FN2）の
言説が FN固有の現象なのかそうでないのかについて答えつつ、デモクラシー
にとってどのような意味をもつのかについて検討されている。
第４章「東中欧における『デモクラシーの後退』」では、ポピュリスト政権
との不名誉な視点から大きな注目を集めて（しまって）いるハンガリーとポー
ランド、2カ国の政権を取り上げ、体制転換 3）後の両国における政治の展開と
現政権の検討、それに対する EUの対応から、「デモクラシーの後退」につい
て論じている。同時に、両国の事例が「デモクラシーの後退」といえるのかど
うか、その理由付けの難しさについても言及されている。
Ⅱ．移民・難民受け入れの政治と排外ポピュリズム
　ここから続く 4つの章は、節題に従って移民・難民問題をテーマとし、国家
の政策や社会に与える影響についてまとめられている。
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第 5章「ドイツの移民・難民政策」では、ドイツの難民受け入れ政策の背
景と展開について振り返りつつ、また昨今台頭してきたAfD4）についても触れ、
人の移動がドイツ政治・社会に対して持つ含意について検討されている。
第 6章「多文化主義と福祉排外主義の間」では、オランダ、スウェーデン、
デンマークという多文化主義的政策を模索してきた福祉国家をモデルに、様々
な理論的・実証的研究に依拠し、2000 年代以降のヨーロッパにおいてバック
ラッシュといわれる変化がどのようにして起こったのか、また、今後のヨーロ
ッパ・デモクラシーがどこへ向かうのかについて考察されている。
　第7章「排外主義とメディア」では、ブレグジット国民投票を題材に、メディ
アが国民投票に与えた影響力を考察し、メディアへの批判と期待とを綴っている。
第 8章「政治的行為としての『暴動』」では、パリ郊外の移民集住地域とい
うローカル空間に焦点を定め、そこで展開されてきた政治的行為と社会、公権
力との関係性について考察されている。
Ⅲ．開かれたヨーロッパ・デモクラシーへ
　第 9章「ヨーロッパ統合の進展と危機の展開」では、ヨーロッパにおいて多
発している危機が何に由来するのか、統合の進展と不十分さが危機の原因であ
るという問題意識に立ち、スペイン政治における危機の事例を取り上げて、そ
の発生の背景を明らかにしている。さらに、統合の進展がヨーロッパ社会をど
のように変容させ、危機の発生に繋がったかを検討している。
　第 10 章「信仰の自由とアイデンティティの保持に向かって」では、宗教的
多元主義の尊重とムスリムへの警戒という欧州共通の傾向の中において、国家
の非宗教性原則にもかかわらずイスラームを警戒し、差別的な対応を行うフラ
ンス行政について、教育分野、ムスリム側の視点から論じられている。
　第 11 章「ヨーロッパのなかのイギリス」では、第 7章同様ブレグジット国
民投票結果を題材としつつ、イギリスという連合王国の形成から変容、ブレグ
ジット国民投票への道、連合王国の行方について論じている。
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第 2節　本書の課題
　前節において概観した通り、本書では単に各国の政治を検討するにとどまら
ず、憲法裁判所という日本には馴染みのない機関、さらにメディアやローカル
空間といった、比較的取り上げられることの少ないようなテーマにもスポット
が当てられている。
　しかしながら一方で、これもまた本書の構成を見れば分かる通り、扱われて
いる国家に着目してみると、序章を除く全 11 章のうち、ドイツに 2章分（第 1、
5 章）、フランスに 3章分（第 2、7、11 章）、イギリスに 3章分（第 3、8、10
章）と、この 3カ国だけに合計 8章分が割かれていることには、些か構成の偏
りを感じざるを得ない。殊に、EU加盟国の中にあって「民主主義の後退」が
特に叫ばれるハンガリーとポーランドに関しては、2カ国併せて1章分（第4章）
が割り当てられてはいるものの、それ以外の旧東側共産圏諸国（現在EUへ加
盟する国に絞ると 9カ国 5）が該当）に関しては残念ながら触れられていない。
2004 年以降、旧東側共産圏諸国が続々と EUに加盟 6）して大幅な東方拡大と
深化を成し遂げつつあるが、一方ではその進展故に加盟国間の経済格差が広が
るなど、ヨーロッパ・デモクラシーに大きな歪みをもたらす事態も年々深刻化
していると言わざるを得ない。ハンガリーやポーランドに限って見ても、ある
種現在の政治状況は、2010 年代に起こった危機が引き起こしたものではある
が、さながらそうした歪みの中で生まれてきたという要素もないわけではない。
この点については、この後あと第３節において補足する。
さて、それらを踏まえれば、ここで取り上げられていない国にもスポット
ライトを当て、今後よりヨーロッパの東西を広範に網羅していくよう本書の構
成を拡大していくことができれば、なお良いであろう。そのような期待も込め
つつ、敢えて本書の課題として構成の偏りを指摘するものである。
第３節　ハンガリー政治からの視点
　ハンガリーやポーランドにおける現在の政治状況が、ある種歪みの中で生ま
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れてきたという要素もないわけではないというのはどういうことか。ここでは、
ハンガリーに限って補足を加えたい。
　体制転換後のハンガリー政治は、社会主義時代に支配政党として君臨した社
会主義労働者党が改組して生まれ変わったハンガリー社会党と、在野の側から
体制転換に大きな役割を果たしたハンガリー民主フォーラムなどが、それぞれ
政治の左右に並び立つ形で始まった。まず政権を担ったのは、ハンガリー民主
フォーラムなど 7）を中心とする右派であるが、彼らは EC、また EUへの加盟
を目指し、国内産業の急速な民営化や自由化を推し進めた。続く社会党（と自
由民主同盟）政権においても、旧体制へのノスタルジーや格差緩和への期待を
裏切り、さらなる民営化・自由化を推し進め、その結果国内では格差が広がり、
いわゆる勝ち組と負け組とに社会階層が分断される様相を呈した。ハンガリー
の社会に大きな歪みが生まれてしまったのである。
　なにかと不名誉な存在として槍玉に挙げられるフィデスという政党は、まさ
にその歪みの中から生まれてきたといっても過言ではない。体制転換前後の発
足当初はリベラル政党を標榜していたものの、ハンガリー民主フォーラムなど
既存右派政党の没落と、フィデス党首となったオルバーンの右派転換戦略によ
り、国内の右派支持層をまとめ上げる形で、右派勢力の中心政党として台頭し
た。こうして1998年に政権を獲得して以来、親EUで左派を代表する社会党と、
EU懐疑的で右派を代表するフィデスというハンガリー政治の構図が 2010 年
まで繰り広げられ、今に至るのである 8）。つまり、なにも 2010 年代に発生し
た危機ばかりが今の状況を作り出したわけではないということが見て取れる。
おわりに－未来へ向けて
　第 2節において本書の課題と題し、構成におけるテーマとしての国家の偏り
を挙げ、また、第３節ではハンガリー政治の歩みについて補足を加えたが、そ
れは拙生が奇しくもハンガリー政治を大きなテーマとした研究に従事する身で
あり、ややもすると、その視点からヨーロッパを眺めがちであるが故だという
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ことをご承知おきいただきたい。EUにおいて不名誉な存在として大きな注目
を集めてしまっているハンガリーだが、一方でハンガリーの側からヨーロッパ
を眺めると、また異なった景色が見えてくるのである。それを前提とした上で、
改めて本書を評価して本評を締めくくりたい。
本書はすべて様々な角度から示唆に富む論文で構成されており、現在なお
変容を続けるヨーロッパ・デモクラシーについて、初学者を始め、読者にとっ
て大きな知見を得ることが期待できる１冊となっている。加えて、例えばイギ
リス政治に興味を持って本書を手に取ったのだとしても、その他の章も合わせ
て読むことで、理解を深めるきっかけになることもあるだろう。新たな興味も
生まれるかもしれない。そんな可能性を持っている。
今、ヨーロッパに限らず世界全体は、先行きの不透明さが増すばかりであ
るが、その中にあって、今後を見通していく上で本書が助けとなるのではない
かと考える次第である。
1）	 ドイツ、イギリス、フランス、ハンガリー、ポーランド、オランダ、スウェーデン、デ
ンマーク、スペイン。
2）	 Front	National	、国民戦線（本書刊行時）。2018 年 6 月に政党名を変更し、現在は国民
連合（Rassemblement	National	:	RN）となっている。
3）	 1989 年から 1990 年にかけての、いわゆる東欧革命。
4）	 Alternative	für	Deutschland	、ドイツのための選択肢。
5）	 チェコ、スロヴァキア、スロヴェニア、エストニア、ラトヴィア、リトアニア、ブルガ
リア、ルーマニア、クロアチア。
6）	 2018年現在EU加盟国は28カ国。2004および2007年の第5次拡大ではハンガリー、ポー
ランド、マルタ、キプロスなど 12 カ国が加盟し、2013 年の第 6次拡大ではクロアチア
が加盟。全加盟国の実に半数近くを占める 13 カ国がこの時加盟している。
7）	 この時政権に参加したのは、ハンガリー民主フォーラム、独立小農業者党、キリスト教
民主人民党。いずれも中道より右派の政党である。
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8）	 ハンガリーでは総選挙が４年毎に行われるが、2010 年、2014 年、2018 年のハンガリー
総選挙ではいずれもフィデス（とキリスト教民主人民党の連立）政権が国会議席の３分
の２を獲得し、現在の政権運営を支えている。つまり 1994 年から 2010 年までの二大政
党制というハンガリー政治の状況は既に崩れているのだが、本評では割愛する。
